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今
後
次
々
に
降
り
か
か
る
訴
訟

つ
と
め
、
判
事
投
票
で
支
持

さ
れ
た
マ
ル
コ
・
ア
ウ
レ
ー

リ
オ
・
メ
ロ
判
事
だ
っ
た
。

　

同
判
事
に
よ
る
と
、
こ
の

見
直
し
の
要
求
は
「
１
６
年

１
０
月
の
時
点
で
６
対
５
と

接
戦
だ
っ
た
上
に
、
判
事
も

１
人
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、

票
の
逆
転
の
可
能
性
が
あ
る

た
め
だ
」
と
い
う
。

　

さ
ら
に
同
判
事
に
よ
る

と
、
ル
ー
ラ
氏
が
２
審
目
終

了
で
刑
務
所
に
入
る
こ
と
に

関
し
て
「
現
状
で
は
難
し

い
。
ま
だ
憲
法
で
正
式
に
定

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な

く
、
今
ル
ー
ラ
氏
が
刑
務
所

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
国

が
壊
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
件
に
関
し
て
別
の
判

事
の
声
か
ら
は
「
も
う
３
度

も
投
票
を
行
な
い
、
い
ず
れ

も
２
審
目
有
罪
で
の
受
刑
が

優
勢
だ
っ
た
の
に
」
と
い
う

　

聖
州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住
宅
を
介
し
た
収
賄
と
資
金
洗
浄
の
第
２
審

裁
判
が
２
４
日
、
南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
の
第
４
地
域
裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）

で
行
な
わ
れ
、
ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
１
審
よ
り
も
重
い
、
禁
錮
１
２
年
１
カ
月
の

判
決
を
受
け
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、ル
ー
ラ
氏
な
ら
び
に
労
働
者
党（
Ｐ
Ｔ
）は
、

同
裁
や
上
級
裁
判
所
に
「
判
決
不
服
」
の
申
し
立
て
を
し
て
フ
ィ
ッ
シ
ャ
・
リ
ン

パ
法
の
隙
間
を
か
い
く
ぐ
り
、
大
統
領
選
立
候
補
強
行
を
宣
言
し
た
。
だ
が
今
後
、

別
の
刑
事
裁
判
が
が
、
続
々
と
ル
ー
ラ
被
告
に
降
り
か
か
り
そ
う
だ
。
２
６
日
付

伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

Ｏ
Ａ
Ｓ
元
社
長
の
レ
オ
・
ピ

ニ
ェ
イ
ロ
被
告
は
、
第
２
審

で
３
年
６
カ
月
に
、
同
じ
く

Ｏ
Ａ
Ｓ
元
理
事
の
ア
ジ
ェ

ノ
ー
ル
・
メ
デ
イ
ロ
ス
氏
が

６
年
か
ら
１
年
１
０
カ
月
に

減
刑
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｅ
誌

２
４
日
付
け
に
よ
れ
ば
、
今

回
の
件
は
刑
罰
が
ま
だ
軽
い

ほ
う
で
あ
り
、
今
後
、
続
々

と
よ
り
深
刻
な
訴
訟
が
ル
ー

ラ
被
告
を
襲
う
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
。
例
え
ば
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
幹
部
の
ネ
ス
ト
ル
・
セ

ル
ヴ
ェ
ロ
被
告
が
連
警
に
司

法
取
引
し
な
い
よ
う
、
デ
ウ

シ
ジ
オ
・
ア
マ
ラ
ウ
上
議（
当

時
）
ら
を
使
っ
て
金
を
払
っ

て
沈
黙
さ
せ
よ
う
と
し
た
司

法
妨
害
の
件
だ
。

　

他
に
も
、
ア
ン
ゴ
ラ
の
公

共
工
事
を
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト

社
（
以
下
、
Ｏ
社
）
が
有
利

に
入
札
す
る
よ
う
大
統
領
の

影
響
力
を
不
当
行
使
し
た
の

と
同
時
に
収
賄
、
資
金
洗

浄
、
犯
罪
組
織
形
成
の
疑

い
の
件
。
同
様
に
ア
フ
リ
カ

の
工
事
で
ル
ー
ラ
氏
が
口
利

き
を
し
て
社
会
経
済
開
発
銀

　

２
４
日
の
ル
ー
ラ
元
大
統

領
の
２
審
目
有
罪
は
国
際
的

に
も
大
ニ
ュ
ー
ス
と
な
っ

た
。
た
だ
、
報
じ
方
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
多
少
違
い
が
出
て

い
る
。
米
国
紙
は
概
ね
、「
政

治
生
命
の
終
わ
り
」
や
大
統

行(

Ｂ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ)

か
ら
の

融
資
を
引
き
出
し
た
疑
惑
の

件
、
戦
闘
機
入
札
で
不
当
に

影
響
力
を
行
使
し
た
と
疑
わ

れ
て
い
る
件
、
自
動
車
税
暫

定
令
延
期
の
件
な
ど
だ
。

　

こ
れ
ら
訴
訟
が
波
状
攻
撃

の
よ
う
に
ル
ー
ラ
氏
を
襲
う

中
、
同
僚
議
員
ら
が
ど
ん
な

距
離
を
保
ち
、
選
挙
民
が
ど

う
判
断
す
る
か
な
ど
に
も
注

目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

Ｆ
リ
ン
パ
法
の
隙
間
か
い
く
ぐ
り

声
も
あ
る
と
い
う
。

　

今
回
の
２
審
目
で
ル
ー
ラ

氏
に
１
２
年
１
カ
月
の
実
刑

判
決
を
下
し
た
、
連
邦
第
４

地
域
裁
（
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
）
の
レ

ア
ン
ド
ロ
・
パ
ウ
ル
セ
ン
判

事
の
見
解
で
は
、「
第
２
審

の
不
服
申
し
立
て
手
続
き
が

全
て
終
了
し
た
ら
、
ル
ー
ラ

氏
は
刑
執
行
を
う
け
る
」
と

し
て
い
る
。

　

２
６
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

に
よ
れ
ば
、
ル
ー
ラ
氏
が
刑

務
所
に
入
る
の
を
避
け
る
に

は
、
次
の
上
告
先
の
高
等
裁

判
所
（
Ｓ
Ｔ
Ｊ
）
で
は
な
く
、

て
刑
執
行
（
逮
捕
）
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
、
最
高
裁
で
は
昨
年

１
２
月
の
全
国
環
境
党
（
Ｐ

Ｅ
Ｎ
）
と
ブ
ラ
ジ
ル
弁
護
士

会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
か
ら
の
提
案

を
元
に
、
こ
の
件
に
関
す
る

見
直
し
の
動
き
が
起
こ
っ
て

い
る
。
そ
の
提
案
を
行
な
っ

て
い
る
の
が
、
１
６
年
１
０

月
の
審
理
の
際
に
報
告
官
を

　

２
４
日
の
ル
ー
ラ
元
大
統

領
の
第
２
審
有
罪
判
決
を
受

け
、
刑
の
執
行
を
ど
の
時
期

に
す
る
の
か
の
判
断
を
最
高

裁
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
、

２
５
、２
６
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

１
６
年
１
０
月
に
最
高
裁

は
、
刑
執
行
時
期
の
問
題
の

審
理
で
「
２
審
目
で
有
罪
判

決
が
出
た
時
点
か
ら
」
と

い
う
判
断
を
下
し
て
い
た
。

そ
れ
に
素
直
に
従
う
な
ら
、

ル
ー
ラ
氏
は
今
判
決
を
受
け

Ｔ
Ｒ
Ｆ
判
事
は
２
審
終
了
で
執
行

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
初
日
各
地
で
混
乱

急
が
れ
る
最
高
裁
で
の
判
断

最
高
裁
の
１
１
判
事
の
過
半

数
か
ら
人
身
保
護
礼
状
の
支

持
を
得
る
こ
と
だ
ろ
う
と
い

う
の
が
、
大
半
の
上
級
判
事

ら
の
意
見
の
よ
う
だ
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
場
合
、
順
番

ど
お
り
に
上
告
す
る
と
高
等

裁
だ
。
だ
が
同
裁
判
所
の
担

当
判
事
が
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
作
戦
担
当
の
フ
ェ
リ
ッ
ク

ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
判
事
で

あ
り
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

の
被
告
に
対
し
て
極
め
て
厳

し
い
裁
き
を
す
る
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
よ
り
は
最
高
裁
の
方

が
、
１
６
年
１
０
月
か
ら
意

思
を
変
え
て
い
る
判
事
も
い

る
こ
と
か
ら
命
拾
い
し
や
す

そ
う
だ
と
い
う
。
ア
ウ
レ
ー

リ
オ
判
事
の
ほ
か
、
ジ
ウ

マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
判
事
も

最
近
に
な
っ
て
見
解
を
変
え

て
い
る
と
い
う
。

渡
航
予
定
だ
っ
た
。

　

第
２
審
で
は
特
に
ジ
ェ
ブ

ラ
ン
・
ネ
ッ
ト
、
パ
ウ
ル
セ

ン
の
両
判
事
か
ら
、
連
邦
警

察
か
ら
あ
が
っ
た
捜
査
結
果

や
資
料
を
長
時
間
掛
け
て
分

析
し
た
結
果
が
語
ら
れ
た
。

と
り
わ
け
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の

物
件
の
ル
ー
ラ
氏
と
故
マ

リ
ー
ザ
夫
人
と
の
間
の
所
有

と
交
渉
の
歴
史
に
つ
い
て
も

分
析
さ
れ
た
。

　

ジ
ェ
ブ
ラ
ン
・
ネ
ッ
ト
判

事
は
、
か
ね
て
か
ら
「
証
拠

が
な
い
」
と
主
張
す
る
ル
ー

ラ
氏
側
に
対
し
「
こ
の
タ
イ

プ
の
犯
罪
は
受
領
書
を
残
さ

な
い
巧
妙
な
も
の
。
そ
れ
が

政
界
で
受
け
継
が
れ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

な
お
、
１
審
で
１
０
年
８

カ
月
の
判
決
を
受
け
て
い
た

２３日のルーラ氏とジウマ前大統領
Ricardo Stuckert

黄熱病予防ワクチンの製造も急ピッチで進められている
（参考画像・Rovena Rosa/Agência Brasil）

ＴＲＦ４のジェブラン・ネット報告官
Sylvio Sirangelo/TRF4

黄 熱 病

領
選
出
馬
の
危
機
と
い
っ
た

報
道
が
目
立
っ
て
い
る
が
、

南
米
や
ス
ペ
イ
ン
の
新
聞
な

ど
で
は
、
今
後
の
控
訴
の
可

能
性
や
中
南
米
に
お
け
る
左

翼
の
動
揺
な
ど
に
つ
い
て
の

報
道
が
目
立
っ
て
い
た
。
伯

国
で
の
報
道
に
対
し
て
の
情

報
差
と
距
離
感
が
出
て
い
る

気
も
。
今
回
の
結
果
を
受

け
、
政
敵
・
民
主
社
会
党
の

大
統
領
候
補
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・

ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事
は
、

結
果
に
表
情
を
変
え
る
こ
と

な
く
、「
対
立
候
補
へ
の
反

対
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
し
な
い

よ
」
と
冷
静
さ
を
保
っ
て
い

た
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
回
の
判
決
結
果
で
ル
ー

ラ
氏
支
持
者
が
暴
動
で
も
起

こ
さ
な
い
か
、
と
心
配
さ

れ
た
２
５
日
の
聖
市
市
政
記

念
日
だ
っ
た
が
、
特
に
行
事

が
荒
ら
さ
れ
た
話
は
な
か
っ

た
。
ヴ
ァ
ー
レ
・
ド
・
ア
ニ
ャ

ン
ガ
バ
ウ
ー
で
の
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
も
無
事
に
開
催
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
今
回
の
裁
判

の
場
合
、「
こ
れ
で
す
ぐ
に

大
統
領
選
出
馬
が
断
念
と
な

る
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
か

ら
な
の
か
、
メ
デ
ィ
ア
よ
り

も
国
民
の
方
が
冷
静
だ
っ
た

観
も
。
怖
い
の
は
む
し
ろ
こ

れ
か
ら
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
聖
州
選
手
権

は
、
週
２
試
合
の
速
い
ペ
ー

ス
で
試
合
が
行
な
わ
れ
て
い

る
た
め
、
今
週
末
で
早
く
も

第
４
節
。
本
日
は
早
く
も

パ
カ
エ
ン
ブ
ー
で
コ
リ
ン

チ
ャ
ン
ス
対
サ
ン
パ
ウ
ロ
と

い
う
、
今
年
最
初
の
ク
ラ

シ
コ
が
行
な
わ
れ
る
。
オ
フ

明
け
で
、
ま
だ
佳
境
に
入
ら

な
い
う
ち
は
選
手
だ
け
で
な

く
フ
ァ
ン
も
今
一
つ
盛
り
上

が
り
に
く
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
ど
う
な
る
か
。

　

純
粋
応
用
数
学
研
究
所

（
Ｉ
ｍ
ｐ
ａ
）
が
２
５
日
、

伯
国
の
数
学
の
レ
ベ
ル
が
世

界
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
と
さ
れ

る
第
５
組
に
入
っ
た
事
を

発
表
し
た
と
、
２
６
日
付

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
れ
は
国
際
数
学
連
合

（
Ｉ
Ｍ
Ｕ
）
が
加
盟
７
６
カ

国
を
、
５
つ
の
組
に
分
け
た

も
の
。
第
５
組
の
レ
ベ
ル
が

一
番
高
く
、
第
１
組
の
レ
ベ

ル
が
一
番
低
い
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｕ
は
ド
イ
ツ
の
ベ
ル

リ
ン
に
本
拠
を
置
く
、
数
学

部
門
で
の
国
際
的
な
協
力
を

行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
、
現
総
裁
は

日
本
人
の
森
重
文
氏
だ
。

　

Ｉ
ｍ
ｐ
ａ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
マ
ル
セ
ロ
・
ヴ
ィ
ア
ナ

氏
は
、「
こ
れ
は
数
学
の
世

界
選
手
権
が
あ
っ
た
と
し
た

ら
、
伯
国
が
上
位
１
１
カ
国

の
１
部
リ
ー
グ
に
は
い
っ
た

と
い
う
こ
と
」
と
語
っ
た
。

　

伯
国
は
１
９
５
４
年
に
Ｉ

Ｍ
Ｕ
に
加
盟
し
、
１
組
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
、
７
８
年

に
２
組
、
８
１
年
に
３
組
、

２
０
０
５
年
に
４
組
へ
と
昇

格
し
た
。５
組
と
な
っ
た
今
、

ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
、

米
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ス
ラ

エ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、

英
国
、
ロ
シ
ア
と
肩
を
並
べ

る
。

　

伯
国
は
２
０
１
４
年
、
伯

人
数
学
者
の
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
・
ア
ヴ
ィ
ラ
氏
の
フ
ィ
ー

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
５
３

自
治
体
と
、
聖
市
２
０
区
、

さ
ら
に
リ
オ
市
を
含
む
リ
オ

州
の
１
５
自
治
体
で
、
黄
熱

病
予
防
ワ
ク
チ
ン
（
通
常
よ

り
少
な
い
接
種
量
で
、
有
効

期
間
は
８
年
）
接
種
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
２
５
日
か
ら
始

ま
っ
た
と
２
５
、２
６
日
付

伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。 　

聖
市
保
健
局
に
よ
る
と
、

初
日
だ
け
で
９
４
０
０
人
が

接
種
し
た
。
同
市
保
健
局

は
「
事
前
に
配
布
さ
れ
る
整

理
券
を
持
っ
て
、
指
定
時
に

保
健
所
（
Ｕ
Ｂ
Ｓ
）
な
ど
の

指
定
医
療
機
関
に
来
る
よ
う

に
」
と
告
知
し
て
い
た
。

　

整
理
券
を
持
た
ず
に
Ｕ
Ｂ

Ｓ
に
行
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
も
い

た
が
、
そ
の
多
く
は
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

整
理
券
配
布
を
行
う
の

は
、
家
族
の
健
康
戦
略
部
隊

（
Ｅ
Ｓ
Ｆ
）
が
中
心
だ
。
Ｅ

Ｓ
Ｆ
の
担
当
区
域
外
に
住
む

人
々
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
行
っ
て

整
理
券
を
と
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
で
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
に
来

た
人
、
整
理
券
を
貰
い
に
来

た
人
と
２
種
類
の
行
列
が
で

き
て
混
乱
し
た
。

　

同
じ
整
理
券
配
布
と
い
う

措
置
が
と
ら
れ
た
リ
オ
市
で

も
初
日
の
２
５
日
は
混
乱
が

見
ら
れ
た
。

　

リ
オ
市
内
セ
ン
ト
ロ
地
区

の
キ
ン
ゼ
広
場
に
午
後
２
時

に
着
き
、
４
５
６
番
の
整
理

券
を
受
け
取
っ
た
ア
レ
ク
サ

ン
デ
ル
・
ロ
ッ
シ
ー
ノ
さ
ん

（
３
８
）
は
、
そ
の
後
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
列
に
並
び
な
お

し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

ら
れ
た
の
は
同
日
の
午
後
７

時
１
５
分
だ
っ
た
。

　

２
５
日
に
リ
オ
州
保
健
局

は
、
州
内
で
２
５
件
の
黄
熱

病
の
発
生
（
死
亡
者
８
人
）

が
確
認
さ
れ
た
と
し
た
。

　

昨
年
７
月
か
ら
こ
れ
ま
で

に
２
５
人
の
黄
熱
病
に
よ
る

死
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ミ

ナ
ス
州
。
２
５
日
に
「
黄

　

リ
オ
市
南
部
の
巨
大
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
（
ス
ラ
ム
）
ロ
ッ

シ
ー
ニ
ャ
で
２
５
日
、
警

察
と
麻
薬
密
売
組
織
と
の
間

で
銃
撃
戦
が
発
生
し
、
住
民

を
含
む
５
人
が
負
傷
、
軍

警
の
チ
ア
ゴ
・
シ
ャ
ヴ
ィ

ス
氏
が
命
を
落
と
し
た
と
、

２
５
、２
６
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

２
５
日
の
午
前
６
時
よ

り
、
リ
オ
市
軍
警
は
ロ
ッ

シ
ー
ニ
ャ
沈
静
化
作
戦
を
決

行
。
麻
薬
組
織
と
の
銃
撃
戦

に
発
展
し
た
。

　

銃
撃
戦
は
激
し
さ
を
増

し
、
現
場
周
辺
の
軍
警
平
和

維
持
駐
留
部
隊
（
Ｕ
Ｐ
Ｐ
）

本
部
の
窓
ガ
ラ
ス
に
も
着
弾

す
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
銃
撃
戦

で
軍
警
大
隊
隊
員
１
人
と
麻

薬
組
織
構
成
員
３
人
、
地
元

住
民
１
人
が
負
傷
し
、
チ
ア

ゴ
氏
は
死
亡
し
た
。

　

ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
で
の
銃
撃

戦
発
生
後
、
隣
接
す
る
フ
ァ

ヴ
ェ
ー
ラ
の
ヴ
ィ
ジ
ガ
ル
で

は
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
に
同
調

す
る
麻
薬
組
織
構
成
員
た
ち

が
、
同
地
域
を
通
る
ニ
ー
マ

イ
ヤ
ー
大
通
り
で
バ
ス
に
火

を
つ
け
、
通
行
を
止
め
た
。

同
大
通
り
近
く
に
は
高
級
ホ

テ
ル
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
も
あ
る

が
、
バ
ス
に
火
が
つ
け
ら
れ

た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
シ
ェ

ラ
ト
ン
付
近
だ
っ
た
。

　

銃
撃
戦
は
ヴ
ィ
ジ
ガ
ル
に

外国為替市況
中銀サイトより

1月26日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.1476  R$
買　3.1458  R$

円相場
売　0.0290  R$
買　0.0290  R$

大統領選に強行出馬表明
　

ル
ー
ラ
氏
は
判
決
後
に
行

な
っ
た
聖
市
の
レ
プ
ブ
リ
カ

広
場
で
の
抗
議
集
会
に
参
加

し
「
所
有
し
て
い
な
い
物
件

で
有
罪
に
さ
れ
た
」
と
反
論

し
た
。
Ｐ
Ｔ
側
も
今
回
の
裁

判
を
「
仕
組
ま
れ
た
も
の
」

と
し
て
ル
ー
ラ
氏
を
大
統

領
選
候
補
と
し
て
正
式
宣
言

し
、
裁
判
結
果
に
全
面
対
決

す
る
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。

　

連
邦
直
轄
区
地
裁
は
２
５

日
、
ル
ー
ラ
氏
の
国
外
渡
航

を
禁
止
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
提

出
を
命
じ
た
。
ル
ー
ラ
氏
は

２
６
日
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
に

世
界
上
位
１
１
カ
国
に
名
連
ね

基
礎
教
育
の
低
さ
に
注
文
も

ミ
ナ
ス
州
２
割
で
緊
急
事
態
宣
言

ルーラ
ル ー ラ

ど
う
し
た
ら
逮
捕
を
免
れ
る
か
？

（２）２０１８年 第４９２５号 １月 ２７日 （土曜日）

伯国数学

巨
大
ス
ラ
ム
で
ま
た
銃
撃
戦

軍
警
１
人
死
亡
、負
傷
者
５
人

リオ市南部

ル
ズ
賞
受
賞
や
、
数
学
界

で
権
威
の
あ
る
学
術
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
数

が
、
１
９
８
６
年
の
２
５
３

本
か
ら
、
２
０
１
５
年
に
は

２
３
４
９
本
に
増
え
る
な

ど
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
数
学

教
育
レ
ベ
ル
は
大
幅
に
上
昇

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
伯
国
の
基

礎
的
数
学
教
育
の
レ
ベ
ル

は
、
調
査
対
象
７
０
カ
国
中

６
５
位
で
、
伯
国
の
第
５
組

入
り
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る

声
も
出
て
い
る
。

も
波
及
し
、
軍
警
大
隊
と

ヴ
ィ
ジ
ガ
ル
の
Ｕ
Ｐ
Ｐ
に
詰

め
て
い
た
警
察
が
、
麻
薬
組

織
と
相
対
し
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
、
リ
オ
市

軍
警
の
エ
ン
リ
ケ
・
ピ
レ
ス

大
佐
は
、「
怪
我
人
は
出
た

が
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
ャ
鎮
静
化

作
戦
は
想
定
の
範
囲
内
で
進

行
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

リ
オ
州
軍
警
特
別
作
戦
部

隊
隊
長
の
マ
ル
セ
ロ
・
ノ
ゲ

イ
ラ
大
佐
も
、「
ロ
ッ
シ
ー

ニ
ャ
や
ヴ
ィ
ジ
ガ
ル
地
域
に

平
和
と
安
定
を
も
た
ら
す
ま

で
我
々
は
一
歩
も
引
か
な

い
」
と
語
っ
た
。

熱
病
に
よ
る
緊
急

事
態
宣
言
」
の
適

用
が
、
９
４
自
治

体
か
ら
１
６
２
自

治
体
に
拡
大
さ
れ

た
。
州
の
自
治
体

の
ほ
ぼ
２
割
が
緊

急
事
態
宣
言
下
に

あ
る
計
算
だ
。

　

北
東
伯
の
バ

イ
ー
ア
州
で
も
、

２
月
１
９
日
か

ら
、
州
都
サ
ル

ヴ
ァ
ド
ー
ル
市
を

含
む
８
自
治
体
で

の
、
黄
熱
病
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
始
ま
る
。



　

脳の
う

外げ

科か

医い

の
篠し

の

浦う
ら

伸の
ぶ

禎さ
だ

さ
ん
の
所と

こ
ろに
認に

ん

知ち

症し
ょ
うの
治ち

療り
ょ
うで
通か

よ
っ

て
い
た
患か

ん

者じ
ゃ

が
い
た
。［
１
，ｐ
１
７
４
］

　
そ
の
方か

た

は
会か

い

社し
ゃ

の
社し

ゃ

長ち
ょ
うさ
ん
で
し
た
が
、
時じ

代だ
い

の
変へ

ん

化か

に

伴と
も
な
っ
て
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

が
下さ

が
り
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
奥お

く

さ
ん
に
元げ

ん

気き

な
と
き
の
行ゆ

き
方か

た

に

つ
い
て
お
話は

な
し
を
う
か
が
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
子こ

供ど
も

の
頃こ

ろ

に
戦せ

ん

争そ
う

を
体た

い

験け
ん

し
た
た
め
貧ま

ず

し
い
中な

か

か
ら
這は

い

上あ

が
ろ
う
と
す
る
向こ

う

上じ
ょ
う

心し
ん

が
強つ

よ

か
っ
た
こ
と
、
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と

し
か
考か

ん
がえ
な
い
傾け

い

向こ
う

が
あ
っ
た
こ
と
、
他た

人に
ん

受う

け
は
よ
か
っ
た

が
面め

ん

倒ど
う

な
仕し

事ご
と

に
な
る
と
他た

人に
ん

任ま
か

せ
に
す
る
こ
と
が
多お

お

か
っ
た

こ
と
、
本ほ

ん

は
ほ
と
ん
ど
読よ

ま
な
い
こ
と
・
・
・
な
ど
。

『
論ろ

ん

語ご

』が
元げ

ん

気き

な
脳の

う

を
育そ

だ

て
る

２０１０年
ねん

９月
がつ

２６日
にち

版
ばん

　

残ざ
ん

念ね
ん

な
が
ら
、
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

の
認に

ん

知ち

症し
ょ
うは
治ち

療り
ょ
うの
糸い

と

口ぐ
ち

も
み
つ

け
ら
れ
な
い
ま
ま
進し

ん

行こ
う

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　
こ
の
患か

ん

者じ
ゃ

と
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

な
一い

ち

例れ
い

と
し
て
、
篠し

の

浦う
ら

さ
ん
が
挙あ

げ

て
い
る
の
が
、
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
で
あ
る
。
９
０
余よ

歳さ
い

の
長な

が

い
人じ

ん

生せ
い

の
中な

か

で
、
明め

い

治じ

・
大た

い

正し
ょ
う

期き

の
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

建け
ん

設せ
つ

の
た
め
に
第だ

い

一い
ち

国こ
く

立り
つ

銀ぎ
ん

行こ
う

、
日に

本ほ
ん

鉄て
つ

道ど
う

会が
い

社し
ゃ

、
日に

っ

本ぽ
ん

郵ゆ
う

船せ
ん

会が
い

社し
ゃ

な
ど
企き

業
ぎ
ょ
う

５
百ひ

ゃ
く、
公こ

う

共き
ょ
う・
社し

ゃ

会か
い

事じ

業ぎ
ょ
う６
百ぴ

ゃ
くの
設せ

つ

立り
つ

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。
幼よ

う

少
し
ょ
う

期き

か
ら
学ま

な

ん
だ
『
論ろ

ん

語ご

』
を
指し

針し
ん

と
し
、
８
０
歳さ

い

近ち
か

く
に
な
っ

て
も
『
論ろ

ん

語ご

と
算そ

ろ

盤ば
ん

』
な
ど
の
著ち

ょ

書し
ょ

を
著あ

ら
わ
し
て
、
道ど

う

徳と
く

と
経け

い

済ざ
い

を
一い

っ

致ち

さ
せ
る
必ひ

つ

要よ
う

を
説と

い
た
。

　

本ほ
ん

を
読よ

ま
ず
、
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
し
か
考か

ん
が
え
な
い
傾け

い

向こ
う

が
あ
っ

た
社し

ゃ

長ち
ょ
うは
、
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
な
っ
た
。
一い

っ

方ぽ
う

、
幼よ

う

少し
ょ
う

期き

か
ら
『
論ろ

ん

語ご

』
に
学ま

な

び
、世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
に
尽つ

く
し
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ちは
、

９
０
余よ

年ね
ん

の
長な

が

い
人じ

ん

生せ
い

を
活い

き
活い

き
と
過す

ご
し
た
。

　

ど
う
生い

き
る
か
、
と
い
う
姿し

勢せ
い

が
、
実じ

つ

は
脳の

う

の
健け

ん

康こ
う

に
も

大お
お

き
く
影え

い

響き
ょ
うし
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の
が
脳の

う

外げ

科か

医い

と
し
て
の
篠し

の

浦う
ら

さ
ん
の
研け

ん

究き
ゅ
うテ
ー
マ
で
あ
る
。

　

篠し
の

浦う
ら

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

［
１
］
に
は
、
脳の

う

の
い
ろ
い
ろ
な
部ぶ

位い

の
説せ

つ

明め
い

が
あ
る
が
、
そ
の
中な

か

で
特と

く

に
示し

唆さ

に
富と

む
の
は
「
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

」

と
「
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

」
の
部ぶ

分ぶ
ん

で
あ
る
。
篠し

の

浦う
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。［
１
，ｐ
３
１
］

　
次つ

ぎ

に
脳の

う

を
上

じ
ょ
う

下げ

に
分わ

け
て
み
ま
す
。
脳の

う

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

下か

方ほ
う

に
は

大だ
い

脳の
う

辺へ
ん

縁え
ん

系け
い

と
い
う
動ど

う

物ぶ
つ

的て
き

な
本ほ

ん

能の
う

、
保ほ

身し
ん

に
か
か
わ
る
脳の

う

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
便べ

ん

宜ぎ

上じ
ょ
う「
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

」
と
呼よ

び
ま
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
大だ

い

脳の
う

辺へ
ん

縁え
ん

系け
い

の
上

じ
ょ
う

方ほ
う

・
外そ

と

側が
わ

に
は
大だ

い

脳の
う

新し
ん

皮ひ

質し
つ

と

い
う
進し

ん

化か

の
過か

程て
い

で
新あ

た
ら
し
く
で
き
た
脳の

う

が
あ
り
ま
す
。
人に

ん

間げ
ん

は
こ
の
大だ

い

脳の
う

新し
ん

皮ひ

質し
つ

が
他た

の
動ど

う

物ぶ
つ

に
比く

ら

べ
て
よ
り
発は

っ

達た
つ

し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
を
便べ

ん

宜ぎ

上じ
ょ
う「
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

」
と
呼よ

び
ま
す
。

・
・
・
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

は
本ほ

ん

能の
う

的て
き

に
自じ

分ぶ
ん

の
身み

を
守ま

も

る
働は

た
らき
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

は
自じ

分ぶ
ん

の
身み

を
第だ

い

一い
ちに
考か

ん
がえ
る
と
い
う
点て

ん

で
、
人に

ん

間げ
ん

学が
く

的て
き

に
い
う
と
「
私し

」、『
論ろ

ん

語ご

』
で
い
え
ば
「
小

し
ょ
う

人じ
ん

」
的て

き

な
あ
り
方か

た

と
し
て
表あ

ら
わさ
れ
る
行こ

う

動ど
う

に
か
か
わ
り
ま
す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

の
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

は
、
組そ

織し
き

を
作つ

く
っ
た
り
技ぎ

術じ
ゅ
つを
進し

ん

歩ぽ

さ
せ
た

り
す
る
こ
と
に
か
か
わ
り
ま
す
。
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

に
対た

い

し
て
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

は

外そ
と

に
目め

を
向む

け
て
全ぜ

ん

体た
い

を
考か

ん
が
え
る
と
い
う
点て

ん

で
、
人に

ん

間げ
ん

学が
く

的て
き

に
い
う
と
「
公こ

う

」、『
論ろ

ん

語ご

』
で
い
え
ば
「
大た

い

人じ
ん

」
的て

き

な
態た

い

度ど

に
か
か
わ
る
脳の

う

と
い
う
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

の
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
な
っ
て
し
ま
っ
た
会か

い

社し
ゃ

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
、
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
し
か
考か

ん
が
え
な
い
傾け

い

向こ
う

が
あ
っ
た
、
と
い
う
か
ら
、「
私し

」

の
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
生い

き
方か

た

を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
逆ぎ

ゃ
く
に
、

世よ

の
た
め
人ひ

と

の
た
め
に
尽つ

く
し
た
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
は
「
公こ

う

」
の
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

を
よ
く
使つ

か
っ
て
い
た
と
言い

え
そ
う
だ
。

　
『
論ろ

ん

語ご

』
で
小

し
ょ
う

人じ
ん

の
生い

き
方か

た

と
し
て
戒い

ま
し
め
ら
れ
て
い
る
項こ

う

目も
く

は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

に
よ
る
保ほ

身し
ん

本ほ
ん

能の
う

か
ら
説せ

つ

明め
い

で
き
る
。

　

た
と
え
ば
学が

く

而じ

篇へ
ん

で
出で

て
く
る
「
巧こ

う

言げ
ん

令れ
い

色し
ょ
く

鮮す
く
なし
仁じ

ん

」。

「
言こ

と

葉ば

巧た
く

み
に
、
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うを
取と

り
繕

つ
く
ろ
っ
て
い
る
人ひ

と

に
は
仁じ

ん

が
少す

く

な

い
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

　

篠し
の

浦う
ら

氏し

は
い
ろ
い
ろ
な
人ひ

と

と
接せ

っ

す
る
う
ち
、「
巧こ

う

言げ
ん

令れ
い

色し
ょ
くは

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

に
な
っ
て
自じ

分ぶ
ん

か
わ
い
さ
の
あ
ま
り
出で

る
も
の

だ
。
そ
の
よ
う
な
人ひ

と

は
仁じ

ん

の
な
い
人に

ん

間げ
ん

で
あ
り
、
信し

ん

用よ
う

し
て
は

い
け
な
い
」
と
痛つ

う

感か
ん

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。［
１
，
ｐ

９
９
］

　

子し

路ろ

篇へ
ん

の
「
君く

ん

子し

は
泰ゆ

た
かに
し
て
驕お

ご

ら
ず
」
は
、「
立り

っ

派ぱ

な
人じ

ん

物ぶ
つ

は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
て
驕お

ご

っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
意い

味み

で
、
逆ぎ

ゃ
くに
小

し
ょ
う

人じ
ん

ほ
ど
驕お

ご

り
高た

か

ぶ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

篠し
の

浦う
ら

氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う
に
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。［
１
，ｐ
１
０
４
］

　
驕お

ご

り
ほ
ど
進し

ん

歩ぽ

を
阻そ

害が
い

す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
動ど

う

物ぶ
つ

が
自じ

分ぶ
ん

よ
り
弱よ

わ

い
も
の
を
見み

る
と
威い

嚇か
く

し
て
大お

お

き

く
見み

せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
と
全ま

っ
たく
同お

な

じ
で
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
脳の

う

の

主し
ゅ

役や
く

と
な
っ
て
働は

た
らい
て
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

で
す
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
保ほ

身し
ん

本ほ
ん

能の
う

で
生い

き
て
い
る
人ひ

と

は
、
自じ

分ぶ
ん

よ

り
強つ

よ

い
人ひ

と

に
対た

い

し
て
は
巧こ

う

言げ
ん

令れ
い

色し
ょ
くで
ゴ
マ
を
摺す

り
、
弱よ

わ

い
者も

の

に

対た
い

し
て
は
驕お

ご

り
高た

か

ぶ
っ
て
見み

せ
る
。
ど
ち
ら
も
小

し
ょ
う

人じ
ん

の
生い

き
方か

た

で
あ
る
。

１
．
生い

き
方か

た

が

　
　
　
　
　

脳の
う

の
健け

ん

康こ
う

に
影え

い

響き
ょ
う
？

　

篠し
の

浦う
ら

氏し

に
よ
れ
ば
、『
論ろ

ん

語ご

』
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

思し

想そ
う

で
あ
る
「
仁じ

ん

・

義ぎ

・
礼れ

い

・
智ち

・
信し

ん

」
の
一ひ

と
つ
一ひ

と
つ
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

と
の
関か

ん

係け
い

で
説せ

つ

明め
い

で
き
る
。［
１
，ｐ
１
３
８
］

　
た
と
え
ば
、「
仁じ

ん

」
は
相あ

い

手て

を
思お

も

い
や
る
心こ

こ
ろで
す
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

で
自じ

分ぶ
ん

の
保ほ

身し
ん

の
み
考か

ん
が
え
る
と
結け

っ

果か

的て
き

に
相あ

い

手て

を

思お
も

い
や
る
心こ

こ
ろの
余よ

裕ゆ
う

は
生う

ま
れ
ず
、
相あ

い

手て

を
利り

用よ
う

す
る
こ
と
ば

か
り
考か

ん
がえ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
義ぎ

」
は
正せ

い

義ぎ

（
＝
弱よ

わ

い
者も

の

を
助た

す

け
る
）
で
す
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

に
な
る
と
正せ

い

義ぎ

ど
こ
ろ
か
私し

腹ふ
く

を
肥こ

や
す
ほ
う
に
ば

か
り
頭あ

た
まを
使つ

か

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　「
礼れ

い

」
は
相あ

い

手て

に
敬け

い

意い

を
払は

ら

う
態た

い

度ど

で
す
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

に
な
る
と
弱よ

わ

い
者も

の

に
対た

い

し
て
傲ご

う

慢ま
ん

に
ふ
る
ま
い
が
ち
で
す
。

　「
智ち

」
は
知ち

識し
き

を
得え

る
こ
と
で
す
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

に
な

る
と
、
年と

し

を
と
っ
た
り
、
あ
る
い
は
自じ

分ぶ
ん

の
得と

く

に
な
ら
な
い
と

思お
も
っ
た
こ
と
に
対た

い

し
て
、
知し

ろ
う
と
す
る
意い

欲よ
く

が
失う

せ
て
い
き

ま
す
。

　「
信し

ん

」
は
信し

ん

用よ
う

で
す
が
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
主し

ゅ

体た
い

に
な
る
と
自じ

分ぶ
ん

の

利り

益え
き

の
み
を
考か

ん
が
え
、
相あ

い

手て

に
利り

用よ
う

価か

値ち

が
な
い
と
判は

ん

断だ
ん

す
る

と
離は

な

れ
て
し
ま
う
た
め
、
結け

っ

果か

的て
き

に
信し

ん

用よ
う

を
失う

し
ない
ま
す
。

　

こ
う
し
て
見み

る
と
、『
論ろ

ん

語ご

』
の
「
仁じ

ん

・
義ぎ

・
礼れ

い

・
智ち

・

信し
ん

」
と
は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

を
抑よ

く

制せ
い

し
て
、
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

の
生い

き
方か

た

を
す
る
こ
と
で
実じ

つ

現げ
ん

し
う
る
徳と

く

目も
く

と
言い

え
る
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
社し

ゃ

長ち
ょ
うは
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

主し
ゅ

体た
い

に
よ
る
自じ

己こ

中
ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

な
生い

き
方か

た

を
し
て
い
た
の
だ
が
、
会か

い

社し
ゃ

の
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

が
下さ

が
る

に
つ
れ
て
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
で
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
脳の

う

科か

学が
く

で
あ
る
程て

い

度ど

、
解か

い

明め
い

さ
れ
て
い
る
。

［
１
，ｐ
３
１
］

　
脳の

う

内な
い

で
は
ス
ト
レ
ス
（
敵て

き

）
が
か
か
る
と
側そ

く

頭と
う

葉よ
う

の
内う

ち

側が
わ

に
あ
る
扁へ

ん

桃と
う

体た
い

と
い
う
神し

ん

経け
い

細さ
い

胞ぼ
う

か
ら
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と

い
う
神し

ん

経け
い

伝で
ん

達た
つ

物ぶ
っ

質し
つ

が
分ぶ

ん

泌ぴ
つ

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
る
と
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

は
、
そ
れ
に
応お

う

じ
て
攻こ

う

撃げ
き

・
待た

い

避ひ

行こ
う

動ど
う

を
と
り
ま
す
。

　
こ
の
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

は
、
自じ

分ぶ
ん

の
生せ

い

存ぞ
ん

が
危あ

や

う
く
な
る
と
暴ぼ

う

走そ
う

す

る
性せ

い

格か
く

が
あ
る
と
い
う
。［
１
，ｐ
１
３
２
］

　
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
、
人に

ん

間げ
ん

は
眠ね

む

れ
な
く
な
っ
た
り
、
頭ず

痛つ
う

、
吐は

き
気け

、
ふ
ら
つ
き
、
息い

き

苦ぐ
る

し
さ
な
ど
の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うを
起お

こ

し
ま
す
。
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
重お

も

く
な
る
と
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
原げ

ん

因い
ん

は
・
・
・
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

（
た
と
え
ば
そ
の
中な

か

の
扁へ

ん

桃と
う

体た
い

）
が
過か

剰じ
ょ
うに
反は

ん

応の
う

し
て
い
る
の
で
す
。

　
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
過か

剰じ
ょ
うに
反は

ん

応の
う

す
る
と
自じ

律り
つ

神し
ん

経け
い

が
バ
ラ
ン
ス
を

崩く
ず

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
出

し
ゅ
つ

現げ
ん

し
て
、
ま
と
も
な
活か

つ

動ど
う

が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
頑が

ん

張ば

っ
て
活か

つ

動ど
う

し
よ
う
と
思お

も

う
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも
日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に
張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない
兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してくだ
さい。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
私し

」
の
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

　

    「
公こ

う

」
の
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

に
反は

ん

し
て
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
逃に

げ
る
方ほ

う

向こ
う

に
暴ぼ

う

走そ
う

し
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。

　
こ
の
社し

ゃ

長ち
ょ
うさ
ん
の
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

は
、
会か

い

社し
ゃ

の
業

ぎ
ょ
う

績せ
き

降こ
う

下か

と
い
う
ス

ト
レ
ス
に
過か

剰じ
ょ
うに
反は

ん

応の
う

し
て
、自じ

律り
つ

神し
ん

経け
い

の
バ
ラ
ン
ス
を
崩く

ず

し
、

つ
い
に
は
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
逃に

げ
込こ

ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

が
ス
ト
レ
ス
に
過か

剰じ
ょ
うに
反は

ん

応の
う

す
る
こ
と
で
、
神し

ん

経け
い

症し
ょ
うや
う
つ
病び

ょ
うの
原げ

ん

因い
ん

と
な
る
。
ま
た
外そ

と

に
出で

て
行い

く
元げ

ん

気き

を
な

く
し
て
、
家い

え

に
引ひ

き
こ
も
っ
て
し
ま
う
の
は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
逃に

げ

に
入は

い

っ
て
い
る
か
ら
と
考か

ん
が
え
ら
れ
る
。
逆ぎ

ゃ
くに
学が

っ

校こ
う

や
家か

庭て
い

で
暴ぼ

う

力り
ょ
くを
振ふ

る
う
の
は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
保ほ

身し
ん

の
た
め
に
攻こ

う

撃げ
き

に
出で

る
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
考か

ん
が
え
る
と
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

の
会か

い

社し
ゃ

や
学が

っ

校こ
う

で
神し

ん

経け
い

症し
ょ
う、

う
つ
、
引ひ

き
こ
も
り
、
暴ぼ

う

力り
ょ
くな
ど
の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
目め

立だ

っ
て
い
る
の

は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

主し
ゅ

体た
い

に
自じ

己こ

中ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

に
生い

き
て
い
る
人ひ

と

が
増ふ

え
、

様さ
ま

々ざ
ま

な
ス
ト
レ
ス
に
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
耐た

え
ら
れ
ず
に
暴ぼ

う

走そ
う

し
て
い
る

か
ら
だ
と
言い

え
よ
う
。

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

の
暴ぼ

う

走そ
う

を
抑お

さ

え
る
に
は
、
ど
う
し

た
ら
良よ

い
の
か
。
こ
こ
で
も
『
論ろ

ん

語ご

』
は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
示し

唆さ

を
与あ

た

え

て
い
る
。

　
「
君く

ん

子し

固も
と

よ
り
窮き

ゅ
う
す
。
小

し
ょ
う

人じ
ん

窮き
ゅ
うす
れ
ば
、
斯こ

こ

に
濫み

だ

る
」

　

小
し
ょ
う

人じ
ん

は
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥お

ち
い
れ
ば
取と

り
乱み

だ

す
。
君く

ん

子し

も
当と

う

然ぜ
ん

、
窮

き
ゅ
う

地ち

に
陥お

ち
いる
こ
と
が
あ
る
が
、
小

し
ょ
う

人じ
ん

の
よ
う
に
取と

り
乱み

だ

し
た
り
し
な

い
。
こ
の
差さ

は
ど
こ
か
ら
来く

る
の
か
。
篠し

の

浦う
ら

氏し

は
こ
う
解か

い

説せ
つ

し

て
い
る
。［
１
，ｐ
１
４
１
］

　
・
・
・
困こ

ん

難な
ん

か
ら
逃に

げ
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
と
、
脳の

う

の
血け

つ

流り
ゅ
うが
落お

ち
、
頭あ

た
まが
真ま

っ
白し

ろ

に
な
っ
て
、
正せ

い

常じ
ょ
うな
判は

ん

断だ
ん

力り
ょ
くを
失う

し
ない
、

窮き
ゅ
う

地ち

を
脱だ

っ

す
る
こ
と
が
困こ

ん

難な
ん

に
な
り
ま
す
。

　

窮
き
ゅ
う

地ち

に
陥

お
ち
い
っ
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
身み

が
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
、
と
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
だ
け
考か

ん
が
え
て
い
る
と
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
暴ぼ

う

走そ
う

し
て
、
正せ

い

常じ
ょ
うな
判は

ん

断だ
ん

力り
ょ
くを
失う

し
な
う
。
こ
れ
が「
小

し
ょ
う

人じ
ん

窮き
ゅ
うす
れ
ば
、斯こ

こ

に
濫み

だ

る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
で
思お

も

い
悩な

や

ん
で
い
て
も
、
自じ

分ぶ
ん

が
や
っ
た
こ
と

で
人ひ

と

に
喜よ

ろ
こん
で
も
ら
う
と
ふ
っ
と
気き

が
楽ら

く

に
な
る
の
は
、
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

か
ら
離は

な

れ
た
た
め
で
す
。
そ
う
い
う
余よ

裕ゆ
う

が
生う

ま
れ
る
と
、

強つ
よ

い
ス
ト
レ
ス
を
感か

ん

じ
る
緊き

ん

急き
ゅ
う

事じ

態た
い

で
も
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

の
暴ぼ

う

走そ
う

を

く
い
と
め
や
す
く
な
り
、
ス
ト
レ
ス
を
乗の

り
越こ

え
る
原げ

ん

動ど
う

力り
ょ
くに

な
り
ま
す
。

　
不ふ

安あ
ん

感か
ん

と
い
う
も
の
は
、
そ
の
場ば

か
ら
逃に

げ
な
け
れ
ば
脳の

う

の

活か
っ

性せ
い

化か

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

君く
ん

子し

は
自じ

分ぶ
ん

の
保ほ

身し
ん

よ
り
「
公こ

う

」
を
考か

ん
が
え
よ
う
と
す
る
。

そ
の
姿し

勢せ
い

が
、動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

の
暴ぼ

う

走そ
う

を
止と

め
、人に

ん

間げ
ん

脳の
う

を
働は

た
らか
せ
る
。

人に
ん

間げ
ん

脳の
う

は
ス
ト
レ
ス
を
「
乗の

り
越こ

え
る
べ
き
課か

題だ
い

」
と
捉と

ら

え
て
、

逆ぎ
ゃ
くに
活か

っ

性せ
い

化か

す
る
。

　

同お
な

じ
く
ス
ト
レ
ス
を
受う

け
て
も
、
認に

ん

知ち

症し
ょ
うに
な
っ
た
社し

ゃ

長ち
ょ
うさ

ん
と
、
９
０
歳さ

い

過す

ぎ
ま
で
活い

き
活い

き
と
社し

ゃ

会か
い

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
渋し

ぶ

５
．
暴ぼ

う

走そ
う

す
る
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

沢さ
わ

栄え
い

一い
ちの
違ち

が

い
は
、「
私し

」
の
た
め
に
生い

き
る
の
か
、「
公こ

う

」
の

た
め
に
生い

き
る
の
か
、
と
い
う
姿し

勢せ
い

の
違ち

が

い
に
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

は
身み

の
危き

険け
ん

を
感か

ん

じ
る
と
暴ぼ

う

走そ
う

す
る
が
、
逆ぎ

ゃ
くに
自じ

己こ

満ま
ん

足ぞ
く

す
る
と
、楽ら

く

を
し
よ
う
、休や

す

も
う
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

を
主し

ゅ

体た
い

に
し
て
生い

き
て
い
る
人ひ

と

は
、
あ
る
程て

い

度ど

の
生せ

い

活か
つ

水す
い

準じ
ゅ
んに
達た

っ

す
る
と
、
そ
こ
で
満ま

ん

足ぞ
く

し
て
し
ま
い
、
向こ

う

上じ
ょ
う

心し
ん

が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

動ど
う

物ぶ
つ

脳の
う

と
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

の
間あ

い
だ
に
帯た

い

状じ
ょ
う

回か
い

と
い
う
部ぶ

位い

が
あ
る
。

楽ら
く

を
し
た
が
り
、逃に

げ
た
が
る
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、

人に
ん

間げ
ん

脳の
う

の
エ
ン
ジ
ン
と
で
も
言い

う
べ
き
働は

た
ら
き
を
す
る
。

　
こ
の
帯た

い

状じ
ょ
う

回か
い

の
機き

能の
う

が
低て

い

下か

す
る
と
、
楽ら

く

を
し
た
が
る
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

を
制せ

い

御ぎ
ょ

で
き
ず
、
認に

ん

知ち

症し
ょ
う（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
）
に
な
る
。

逆ぎ
ゃ
くに
、
人に

ん

間げ
ん

が
何な

に

か
に
夢む

中ち
ゅ
うに
な
る
と
、
帯た

い

状じ
ょ
う

回か
い

が
活か

っ

発ぱ
つ

に

働は
た
らき
、
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

と
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
一い

っ

体た
い

に
な
っ
て
脳の

う

全ぜ
ん

体た
い

が
活か

っ

性せ
い

化か

す
る
。

　
「
憤

い
き
ど
おり
を
発は

っ

し
て
食し

ょ
く
を
忘わ

す

れ
、
楽た

の

し
み
を
以も

っ
て
憂う

れ

い
を
忘わ

す

れ
、
老お

い
の
将ま

さ

に
至い

た

ら
ん
と
す
る
知し

ら
ざ
る
の
み
と
」（
学が

く

問も
ん

に
発は

っ

憤ぷ
ん

し
て
食

し
ょ
く

事じ

を
忘わ

す

れ
、
向こ

う

上じ
ょ
うを
楽た

の

し
み
と
し
て
憂う

れ

い
を

忘わ
す

れ
、
老お

い
が
忍し

の

び
寄よ

っ
て
い
る
こ
と
さ
え
気き

づ
か
な
い
ほ
ど

で
す
）

　
『
論ろ

ん

語ご

』
学が

く

而じ

篇へ
ん

の
こ
の
一い

っ

節せ
つ

は
、
ま
さ
に
帯た

い

状じ
ょ
う

回か
い

が
活か

っ

性せ
い

化か

し
て
、
学が

く

問も
ん

や
仕し

事ご
と

に
打う

ち
込こ

ん
で
い
る
人に

ん

間げ
ん

の
姿す

が
たを
現あ

ら
わし

て
い
る
。

　

人に
ん

間げ
ん

が
「
私し

」
の
た
め
だ
け
に
生い

き
て
い
る
と
、
あ
る
程て

い

度ど

の
冨と

み

や
名め

い

声せ
い

を
得え

れ
ば
、
自じ

己こ

満ま
ん

足ぞ
く

し
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ

が
、「
公こ

う

」
の
た
め
に
生い

き
て
い
る
人ひ

と

に
は
、「
も
う
満ま

ん

足ぞ
く

」
と

い
う
状

じ
ょ
う

態た
い

は
あ
り
え
な
い
。
渋し

ぶ

沢さ
わ

栄え
い

一い
ち
が
企き

業ぎ
ょ
う５
百ひ

ゃ
く、
公こ

う

共き
ょ
う・

社し
ゃ

会か
い

事じ

業ぎ
ょ
う６
百ぴ

ゃ
くの
設せ

つ

立り
つ

に
貢こ

う

献け
ん

し
、
８
０
代だ

い

後こ
う

半は
ん

に
な
っ
て

も
、
ま
だ
著ち

ょ

述じ
ゅ
つを
続つ

づ

け
て
い
た
の
が
良よ

い
例れ

い

で
あ
る
。

　
「
公こ

う

」
の
た
め
に
、
仕し

事ご
と

や
学が

く

問も
ん

に
打う

ち
込こ

む
事こ

と

が
、
脳の

う

の

活か
っ

性せ
い

化か

、
老ろ

う

化か

防ぼ
う

止し

に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

篠し
の

浦う
ら

氏し

の
本ほ

ん

を
読よ

む
と
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

で
自じ

殺さ
つ

や
校こ

う

内な
い

・
家か

庭て
い

内な
い

暴ぼ
う

力り
ょ
く、
引ひ

き
こ
も
り
、
メ
ン
タ
ル
な
ど
が
目め

立だ

っ
て
き
た

理り

由ゆ
う

が
よ
く
分わ

か
る
。
そ
れ
は
「
公こ

う

」
の
た
め
に
生い

き
る
と
い

う
姿し

勢せ
い

を
、
戦せ

ん

後ご

教き
ょ
う

育い
く

が
否ひ

定て
い

し
、
そ
の
結け

っ

果か

、
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

が

未み

発は
っ

達た
つ

な
ま
ま
、
ス
ト
レ
ス
を
受う

け
て
は
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
暴ぼ

う

走そ
う

す
る

「
小

し
ょ
う

人じ
ん

」
を
作つ

く
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

伝で
ん

統と
う

的て
き

な
我わ

が
国く

に

の
教

き
ょ
う

育い
く

で
は
、『
論ろ

ん

語ご

』
を
生い

き
方か

た

の
お

手て

本ほ
ん

と
し
て
き
た
。「
私し

心し
ん

」を
去さ

る
事こ

と

で
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

を
抑よ

く

制せ
い

し
、

「
公こ

う

」
の
た
め
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
持も

つ
事こ

と

で
、
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

を
発は

っ

達た
つ

さ
せ
、

艱か
ん

難な
ん

、
す
な
わ
ち
ス
ト
レ
ス
を
活か

つ

力り
ょ
く

源げ
ん

に
変か

え
る
生い

き
方か

た

を

説と

い
て
き
た
。

　

孔こ
う

子し

が
説と

い
て
き
た
生い

き
方か

た

は
立り

っ

派ぱ

な
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

る
と
共と

も

に
、
健け

ん

康こ
う

で
活か

つ

力り
ょ
くに
満み

ち
た
脳の

う

を
育そ

だ

て
る
道み

ち

で
あ
る
事こ

と

を
、

篠し
の

浦う
ら

氏し

の
研け

ん

究き
ゅ
うは
示し

め

し
つ
つ
あ
る
。

　

本ほ
ん

講こ
う

座ざ

で
は
近き

ん

年ね
ん

、
幼よ

う

児じ

・
児じ

童ど
う

教き
ょ
う

育い
く

で
も
『
論ろ

ん

語ご

』
が
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現げ
ん

代だ
い

の
脳の

う

科か

学が
く

は
、『
論ろ

ん

語ご

』
が
活い

き
活い

き
と
し
た

脳の
う

を
育そ

だ

て
る
事こ

と

を
示し

め

し
つ
つ
あ
る
。

論
ろん

語
ご

（wikimediacommons）

８
．
元げ

ん

気き

な
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

を
育そ

だ
て
る
た
め
に

見み

直な
お

さ
れ
つ
つ
あ
る
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うを

紹し
ょ
う

介か
い

し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
健け

ん

康こ
う

で
活か

つ

力り
ょ
くに
あ
ふ
れ

た
人に

ん

間げ
ん

脳の
う

を
持も

つ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が

輩は
い

出し
ゅ
つさ
れ
る
事こ

と

を
期き

待た
い

し
た

い
。

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
篠し

の

浦う
ら

伸の
ぶ

禎さ
だ

『
脳の

う

は
「
論ろ

ん

語ご

」
が
好す

き
だ
っ
た
』、
致ち

知ち

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

社し
ゃ

、
Ｈ
２
２

６
．
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

の
暴ぼ

う

走そ
う

を

                             

抑お
さ

え
る
に
は

３
．
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

中ち
ゅ
う

心し
ん

の

　
　
　
　
　
　
　

小し
ょ
う

人じ
ん

の
生い

き
方か

た

４
．
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う

が
阻は

ば

む

        「
仁じ

ん

・
義ぎ

・
礼れ

い

・
智ち

・
信し

ん

」

７
．
楽ら

く

を
し
た
が
る
動ど

う

物ぶ
つ

脳の
う
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Erupção mata uma pessoa e deixa 
onze feridos em Gunma

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Desastre Natural (23/01/2018)

Um vulcão da Província 
de Gunma, ao norte de Tó-
quio, entrou em erupção na 
manhã de terça-feira. Uma 
pessoa morreu e onze fica-
ram feridas com as pedras 
ejetadas pelo vulcão.
Segundo a Agência de Me-
teorologia do Japão, tremo-
res vulcânicos de grandes 
proporções foram sentidos 
no Monte Kusatsu-Shirane 
por volta das 10 horas da 
manhã, horário local. Ro-

chas vulcânicas foram con-
firmadas em uma área de 
mais de um quilômetro a 
partir da cratera do vulcão.
Algumas das rochas caíram 
em uma estação de esqui 
enquanto membros da For-
ça Terrestre de Autodefesa 
treinavam no local. Oito 
deles foram atingidos pelas 
rochas. Um morreu e sete 
ficaram feridos.
Quatro esquiadores também 
se feriram quando as rochas 

estilhaçaram janelas de uma 
gôndola do teleférico da 
montanha.
De acordo com as autorida-
des locais, cerca de 80 pes-
soas foram resgatadas depois 
de ficarem isoladas em uma 
estação do teleférico próxi-
mo do topo da montanha.
A Agência de Meteorologia 
do Japão elevou o nível de 
alerta vulcânico para três. O 
governo está pedindo que as 
pessoas evitem se aproximar 

do Monte Kusatsu-Shirane.
Em um primeiro momen-
to, as Forças de Autodefesa 
haviam anunciado que seu 
pessoal havia se ferido com 
uma avalanche que atingira 
a estação de esqui. Poste-
riormente, disseram que os 
ferimentos foram provoca-
dos pelas rochas vulcânicas 
lançadas ao ar pela erupção. 
Acrescentaram ainda não 
ter confirmado a ocorrência 
de uma avalanche.

Premiê japonês quer ir à abertura dos 
Jogos Olímpicos de Inverno na Coreia 
do Sul

Jogos Olímpicos de Inverno (24/01/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão expressou interesse 
em estar presente na ceri-
mônia de abertura dos Jo-
gos Olímpicos de Inverno 
no mês que vem na Coreia 
do Sul, se as circunstâncias 
permitirem.
Funcionários da Coreia do 
Norte e do Sul estão reali-
zando conversações para 
discutir a participação da 
Coreia do Norte nos even-
tos olímpicos de fevereiro. 
As negociações marcam 
uma paralização das ten-
sões em volta da Península 
Coreana.
Em entrevista concedida a 

jornalistas nesta quarta-fei-
ra, Shinzo Abe referiu-se à 
Olimpíada de 2020 em Tó-
quio ao explicar que pre-
tende estar na cerimônia de 
abertura em Pyeongchang 
porque os Jogos também 
se realizam na Ásia.
Disse aguardar a possibi-
lidade de ter, na mesma 
viagem, um encontro com 
o presidente da Coreia do 
Sul. Falou da intenção de 
reconfirmar com Moon Jae
-in a necessidade de traba-
lhar em estreita colabora-
ção com os Estados Unidos 
para enfrentar a ameaça da 
Coreia do Norte e exercer 

Premiê do Japão promete impor 
mais pressão para resolver questão 
de sequestros por parte de agentes 
norte-coreanos

Coreia do Norte (26/01/2018)

O primeiro-ministro do 
Japão, Shinzo Abe, pro-
meteu impor mais pressão 
contra a Coreia do Norte de 
forma a ajudar a resolver o 
caso dos sequestros de ci-
dadãos japoneses por parte 
de agentes daquele país.
Na quinta-feira, Abe se en-
controu, em Tóquio, com 
membros de um grupo de 
familiares dos cidadãos se-
questrados. A reunião acon-
teceu quatro dias após o 
grupo ter concordado com 
um plano de ação para este 
ano, que visa solucionar a 
questão dos sequestros até 
o final do ano. Mais de 40 
anos se passaram desde 
a ocorrência do primeiro 
caso de sequestro.
Abe disse que é extrema-

mente lamentável que 
a questão continue sem 
solução apesar de tantos 
anos terem se passado 
desde o primeiro inci-
dente.
Ele disse que as atenções 
não devem ser focadas 
nos programas nuclear 
e de mísseis de Pyon-
gyang em detrimento da 
questão dos sequestros.
O plano de ação do 
grupo exorta o gover-
no japonês a realizar 
conversações significa-
tivas com a Coreia do 
Norte oferecendo, por 
exemplo, compensações 
como suspensão de san-
ções unilaterais impos-
tas por parte de Tóquio.

continuamente pressão 
máxima sobre Pyongyang.
Além disso, Abe afirmou 
que, se houver a reunião de 
cúpula, poderá comunicar 
a posição do Japão com 
respeito ao acordo firmado 
com a Coreia do Sul sobre 
as chamadas “mulheres de 
conforto”.
Concluído no final de 2015 
no governo da presidente 
Park Geun-hye, antecesso-
ra de Moon, o acordo con-
firmou uma resolução final 
e definitiva da questão.
Este mês o atual presidente 
sul-coreano deu indicações 
de que considera falho o 

acordo e que o Japão preci-
saria tomar novas medidas 
para resolver inteiramente 
a questão das chamadas 
“mulheres de conforto”. 
Moon Jae-in afirmou, 
contudo, que não tentará 
obter uma renegociação 
do acordo. Em resposta, o 
premiê japonês disse con-
siderar inaceitável que a 
Coreia do Sul exija novas 
medidas do Japão a este 
respeito.
A Presidência sul-coreana 
recebeu positivamente a 
notícia da pretendida visita 
de Shinzo Abe.

Abe pede realismo no 
desarmamento nuclear

Desarmamento Nuclear (26/01/2018)

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, disse que deseja bus-
car um mundo livre de ar-
mas nucleares de um ponto 
de vista realista, em um mo-
mento no qual a iminência 
da ameaça norte-coreana 
faz do guarda-chuva nucle-
ar americano um imperativo 
absoluto.
O premiê fez a declaração 
na sexta-feira perante a Câ-
mara Alta em resposta ao 
líder do partido Komei, da 
coalizão governista.
Natsuo Yamaguchi fazia re-
ferência ao fato de o Japão 
ter deixado de assinar um 
tratado da ONU com força 
de lei sobre a proibição de 
armas nucleares. Ele disse 
que o tratado é um “esforço 
histórico” para criar um pa-
drão internacional.
Yamaguchi afirmou que o 
Japão deveria exercer um 
papel de liderança na redu-
ção de diferenças entre po-

tências nucleares e países 
que não possuem essas 
armas, já que é a úni-
ca nação a já ter sofrido 
bombardeios atômicos.
Abe respondeu dizendo 
que os programas de de-
senvolvimento nuclear e 
de mísseis da Coreia do 
Norte constituem uma 
ameaça grave e iminente 
para a paz e segurança do 
Japão. Ele afirmou que a 
manutenção da dissuasão 
tanto com armas conven-
cionais como nucleares 
sob a aliança nipo-ameri-
cana é essencial para fa-
zer frente a essa ameaça.
O premiê acrescentou 
que o Japão precisa man-
ter uma postura realista, 
lidando de maneira apro-
priada com ameaças re-
ais à segurança, ao mes-
mo tempo em que lidera 
esforços em prol de um 
mundo sem armas nucle-
ares.

Negociações salariais e gastos 
dos consumidores no Japão

Comentário  (22/01/2018)

As negociações salariais 
do ano no Japão tiveram 
início efetivo em um fórum, 
nesta segunda-feira, com 
descrições sobre estratégias 
feitas por representantes 
de trabalhadores e patrões. 
No dia 16, citando o bom 
desempenho dos negócios, 
a Federação das Empresas 
do Japão — Keidanren — 
anunciou que vai propor 
às firmas a concessão de 
aumentos salariais de 3% 
para os trabalhadores. A en-
tidade atendeu, assim, a um 
pedido que foi feito pelo 
primeiro-ministro, Shinzo 
Abe. É extremamente raro 
o estabelecimento de uma 

meta numérica para o dis-
sídio anual no Japão. Até 
que ponto serão elevados 
os salários este ano? A ele-
vação fará aumentar acen-
tuadamente os gastos dos 
consumidores? Neste Co-
mentário, fala sobre a ques-
tão Hideo Kumano, econo-
mista-chefe do Instituto de 
Pesquisa Dai-ichi Life.
“Quando propõem ‘aumen-
tos de 3%’, eles incluem 
elevações regulares da re-
muneração pelo critério de 
senioridade. Nos anos pas-
sado e retrasado, foram au-
mentados em 0,4% salários 
básicos que excluem esse 
tipo de remuneração. Há 

grande expectativa de que 
este ano o índice venha a 
ficar próximo de 1%.
Caso as negociações deste 
ano produzam aumentos 
em torno de 1%, haverá um 
grande impulso no consu-
mo individual.
Espera-se que recentes altas 
nas ações venham a enco-
rajar o consumo individual 
no primeiro semestre do 
ano, sem ter, porém, efeito 
duradouro. Prevejo o início 
de uma diminuição gradu-
al do efeito da valorização 
das ações por volta de abril. 
Neste sentido, aumentos 
salariais assumem uma im-
portância maior. Os gastos 

dos trabalhadores corres-
pondem a metade do con-
sumo individual. Ou seja, 
quanto mais os trabalha-
dores gastam, mais cresce 
o consumo nacional. Daí a 
necessidade de acentuados 
aumentos salariais para os 
trabalhadores.
O governo do primeiro-
ministro, Shinzo Abe, tem 
usado a sua influência para 
pressionar por elevações 
salariais nesta temporada. 
Indaga-se qual será a ava-
liação de Abe a respeito 
dos resultados das nego-
ciações salariais deste ano. 
Está programada para ou-
tubro de 2019 a elevação 
do imposto de consumo, 
ainda que falte a ordem fi-
nal a respeito. Muita gente 
acredita que o resultado das 
negociações salariais será 
um grande fator na decisão 
final a ser tomada pelo go-
verno japonês.”

Veículos autônomos vão se 
tornar o transporte do futuro

Comentário (22/01/2018)

O governo japonês clas-
sificou a tecnologia de di-
reção autônoma como um 
dos pilares de sua estra-
tégia de crescimento. Os 
setores público e privado 
estão trabalhando juntos 
para desenvolver a tecnolo-
gia. Muitos testes de carros 
autoguiados estão sendo 
realizados em vias públi-
cas. Hoje, para o Comentá-
rio, perguntamos a Minoru 
Kamata, professor da Fa-
culdade de Pós-Graduação 
em Ciências de Vanguarda 
da Universidade de Tóquio, 
sobre o futuro do sistema 
de veículos autoguiados.

Kamata diz: “Há vários 
anos, medidas em prol do 
desenvolvimento da tecno-
logia de direção autônoma 
estão sendo realizadoas 
com maior rapidez, não 
apenas no Japão mas em 
todo o mundo.
A tecnologia têm várias 
vantagens. A mais impor-
tante é a segurança. Segun-
do especialistas cerca de 
90% dos acidentes de trá-
fego são causados por falha 
humana. A automatização 
pode remover este fator 
de risco. Outra vantagem 
é que a tecnologia ajuda a 
lidar com o problema de 

falta de motoristas. Como a 
população e a oferta de mão 
de obra estão diminuindo 
no Japão, o país vai sofrer 
com uma séria escassez de 
motoristas no setor da lo-
gística.
Há duas abordagens para a 
realização da direção autô-
noma. Uma é a abordagem 
das maiores fabricantes de 
automóveis, que consiste 
em desenvolver e melhorar 
cada uma das técnicas de 
auto direção. Por exemplo, 
no estágio atual, o motorista 
fica basicamente responsá-
vel pela direção do veículo, 
enquanto os sistemas auto-

máticos lidam com várias 
funções, como o freagem, 
mas as montadoras estão 
gradualmente refinando as 
funções automatizadas.
Empreendimentos e firmas 
de tecnologia de informa-
ção empregam uma outra 
abordagem. Elas tentam 
prover o chamado serviço 
móvel, que vai criar um 
sistema de transporte autô-
nomo totalmente automati-
zado em regiões limitadas e 
sob certas condições. Tais 
serviços deverão oferecer 
soluções para o problema 
de acidentes de tráfego cau-
sado por motoristas idosos.
Novas tecnologias preci-
sam satisfazer altos padrões 
de segurança e confiabili-
dade antes de serem dispo-
nibilizados comercialmente 
e aceitos pela sociedade. 

Ministérios e agências do 
governo ligados ao setor 
precisarão discutir esta 
questão e criar padrões 
objetivos que terão de ser 
satisfeitos para a comercia-
lização.
Há questões legais tam-
bém. Até agora, o motorista 
tem sido responsabilizado 
por quaisquer acidentes, a 
menos que o veículo apre-
sente um defeito. Agora 
precisamos pensar sobre 
quem será responsabiliza-

do, e como, caso haja 
problemas envolvendo 
os veículos autônomos.
Em algumas décadas 
talvez a maioria dos ve-
ículos terrestres se tor-
nará autônoma. Isto vai 
mudar drasticamente as 
relações entre seres hu-
manos e automóveis e 
o trânsito, quando será 
necessário que tudo seja 
redesenhado, desde nos-
sas estradas até nossas 
cidades.”
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